






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































活 用 す る 資 料指　導　上　の　留　意　点学　　習　　活　　動
＊教科書 資料１
 「森里海連環の図」
　教材の条件③④
＊ノート
＊教科書，資料集
教科書の資料１を活用しながら，森里海の関係につい
て把握させ，森林が果たす役割の大きさを確認する。
　資料１から森林としての機能を果たすことが環境全
体に影響を与えていることに着目させ，持続可能な社
会のあり方を考えさせるきっかけとする。
第１時の授業で判断した「日本の現状」再提示しなが
ら，これまでの学習を想起しながら，「よい」・「よく
ない」・「どちらともいえない」の三つの立場で再検討
させる。
１　これまでの学習を振り返る。
○　日本の森林について，これまで
の学習をふまえて，現状のままで
よいか考えよう。
＊教科書 資料３
「間伐材の利用」
　教材の条件④
＊教科書 資料４
　「畠山重篤さんの話」
　教材の条件④
＊教科書 資料５
　「ウナギの森」
　教材の条件⑤
＊教科書 資料６
　「漁民の森づくり運動」
　教材の条件⑤
＊NPO法人「土佐の森」
＊森林環境税の導入記事
＊愛知県HP 「あいちの木づ
かいプラン」
＊豊根村森づくり基本計画
＊林野庁HP「緑の雇用事業」
＊住友林業HP「森の図書室」
＊株式会社ヨシカワ
　「林業のこと」
教科書の資料２～６を参考に，森林保全や森林の活用
事例に着目させていく。
小グループごとに，異なる資料を配付して，森林保全
に関する取組について把握させる。
配付資料はファイルにセットし，班で選択させる。
資料を読み取る視点（「社会的な見方」）は，「自然」，
「社会的機能」，「経済」の三つで，これらの視点で情
報収集することを確認する。
「このままでよい」，「どちらともいえない」といった
立場をとる子どもがいた場合については，配付された
資料で行われている取組について吟味させる。
資料で提示された取組は，順風満帆に運用されている
わけではないことを押さえ，課題もあることを知ら
せ，どのような点が課題であるのか検討させる。
現状でも難しい課題であることを知らせ，今，検討し
たことがすべてではなく，現段階での判断であるこ
と，今後，新たな方法が提示されることもあることを
押さえる。
大きく三つの内容で資料を分類してあるので，三者の
立場から発表させていく。
提案する内容について，疑問がある場合については，
どのような場合に困難であるのか具体的に質問する
ように指示をする。
「自然」,「社会的機能」，「経済」の三つの視点から
提案内容を吟味させて，バランスがよいものであるの
かどうか判断させる。
自分の考えを修正してもよいことを伝え，ノートにま
とめさせる。
学習を終えて，もっと知りたいことや調べてみたいこ
と，疑問に思うことなどもノートに記述するように指
示をして，次の学びへとつなげていく。
２　日本で行われている森林保全に
関する取組について調べ，森林の
これからについて考える。
○　どのような取組が行われている
か，グループごとに資料を活用し
て調べよう。
〈NPOの取組を選択した班〉
　NPO法人「森は海の恋人」
　NPO法人「土佐の森」
〈公的制度を選択した班〉
　森林環境税
　あいち木づかいプラン
　豊根村森づくり基本計画
　林野庁「緑の雇用」
〈企業の取組を選択した班〉
　グリーンバナープログラム
　森の図書室
　林業のこと
３　グループで調べたことをもと
に，これからのかかわり方につい
て検討する。
○　どのようなかかわりが必要であ
るか，話し合おう。
４　学習のまとめをする。
○　これからどのようにかかわると
よいか，これまでの発表を参考に
してノートに書こう。
授業で活用した資料の出典先
森林・林業学習館　htps:/www.shinrinringyou.com/ringyou/koureika.php（最終閲覧日2019.1.20）
林野庁HP　www.rinya.maf.go.jp（最終閲覧日2019.1.20）
愛知県HP「あいち森と緑づくり税」htp:/www.pref.aichi.jp/zeimu/topics/shingikai/01kekka/02shinrin.pdf（最終閲覧日2019.1.20）
愛知県HP「あいち木づかいプランガイドブック」htps:/www.pref.aichi.jp/soshiki/rinmu/kidukaibook.html（最終閲覧日
2019.1.20）
社会の窓　htp:/shakainomado.blog.jp/植樹費用.pdf（最終閲覧日2019.1.20）
日本の森林htp:/www.minnanomori.com/japanese/j_index.html（最終閲覧日2019.1.20）
清水徹朗「日本の森林と林業・林業労働力問題－高齢化の現状と担い手確保の問題」『農林金融』，1999年，pp.50-61
林野庁「一目でわかる林業労働」htp:/www.rinya.maf.go.jp/j/routai/koyou/atach/pdf/017.pdf（最終閲覧日2019.1.27）
林野庁「森林環境税の現状と今後のあり方について」http://www.rinya.maff.go.jp/j/kensyuu/pdf/seika_2009_06.pdf
 （最終閲覧日2019.1.27）
NPO法人森は海の恋人HP　htp:/www.mori-umi.org/（最終閲覧日2019.1.27）
NPO法人土佐の森救援隊HP　htp:/morihito.jp/v_organizations/382（最終閲覧日2019.1.27）
フォレストサポーターズHP「漁民の森づくり」htps:/mori-zukuri.jp/b-forest/kouseidantai/zengyoren（最終閲覧日2019.1.27）
グリーンバナープログラムhtp:/www.greenbanner.jp/（最終閲覧日2019.1.27）
住友林業森の図書室　きこりんの森htps:/kikorin.jp/contents/library/environment/000118.html（最終閲覧日2019.1.27）
私たちのくらしを支える森林のこれからについて考えよう。
― ２９ ―
資料４　第６時に活用した教科書モデル
― ３０ ―
【註・引用・参考文献】
1)　OECD　Education2030「共有しているビジョン」
　　htp:/www.oecd.org/education/2030/OECD-Education-
2030-Position-Paper_Japanese.pdf（最終閲覧日2020.5.20）
2)　環境省「第４次環境基本計画」2012年
　　htp:/www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/plan/
　plan_4/atach/ca_app.pdf（最終閲覧日2019.1.20）
3)　環境省「第５次環境基本計画」2018年
　　htp:/www.env.go.jp/policy/kihon_keikaku/plan/
　plan_5/atach/ca_app.pdf（最終閲覧日2019.1.20）
4)　前掲3)　p.9
5)　畠山重篤『森は海の恋人』文藝春秋，2006年，畠山は
「NPO法人森は海の恋人」の理事長を務め，里山保全や
環境調査等の活動を展開しており，森と海のつながりに
ついて論じている。
6)　前掲3)　p.8
　　なお，上條直美は，持続可能な社会の実現にむけて「多
様な豊かさの基準が許容されること」を主張している。
このことについては，上條直美「持続可能な生産と消費」
田中治彦・美明隆史・湯本裕之『ＳＤＧｓと開発教育　
持続可能な開発目標のための学び』学文社，2016年，
pp.158-175を参照されたい。
7)　令和２年度から使用される教科書については，次の３
社の第５学年の教科書に限定して分析を行った。
大石学・小林宏己監修「小学社会５」教育出版，2020年
北俊夫他85名「新しい社会５上」東京書籍，2020年
北俊夫他85名「新しい社会５下」東京書籍，2020年
池野範男他50名「小学社会５年」日本文教出版，2020年
8)　資料に関する先行研究は，次に示す５点から整理した。
高山次嘉「社会科学習と資料」朝倉隆太郎編集代表『現
代社会科教育実践講座第16巻　社会科学習における資料
の利用』現代社会科教育実践講座刊行会，1991年，pp.8-13
今谷順重「資料」大森照夫他４名編著『新訂社会科教育
指導用語事典』教育出版，1986年，pp.112-113
竹内裕一「グラフと統計の活用」日本社会科教育学会編
『新版社会科教育事典』ぎょうせい，2012年，pp.260-261
米田豊「学習指導案と学習資料」『CD-ROM版中学校社
会科授業実践講座理論編３』ニチブン，2002年，pp.79-84
岩田一彦「社会科と子ども」社会認識教育学会編『社会
科教育ハンドブック－新しい視座への基礎知識』明治図
書，1994年，pp.47-56
9)　山下宏文「今，求められる森林環境教育の教材」『森林
技術　No.776』，2006年，pp.26-29
10）「探究Ⅰ」の授業構成理論とは，米田豊が提唱している
授業構成理論で，「なぜ疑問」を形成し，仮説検証過程を
子どもにたどらせることで子どもの社会認識が形成さ
れる。
11)「探究Ⅱ」の授業構成理論とは，米田豊が提唱している
授業構成理論で，社会的論争問題を扱い，これまでに習
得した知識や資料から読み取った情報を根拠に事実の分
析的検討を経て，価値判断や意志決定を行うことをとお
して子どもの市民的資質の育成がめざされる。
12) 山下洋「森里海の三角関係」第84回京都大学丸の内セ
ミナー資料「森・里・海のややこしい三角関係」(2017.7.7
開催)
　　htps:/sites.google.com/site/kyotouniversityrca/seminar/84
（最終閲覧日2019.1.20）
13) 表３に示した「森林の多面的機能」は，村上一真『環
境配慮行動の意思決定プロセスの分析』中央経済社，2016
年，p.135をもとに作成した。
14)　授業仮説とは，本時の目標と研究テーマを達成するた
めの手立てのことである。事後検討会を行う際，この授
業仮説の有効性の検証に焦点化し，短時間で効果的な議
論を行うことができる。詳細は，米田豊「社会科授業研
究の理論」原田智仁・關浩和・二井正浩編著『教科教育
学研究の可能性を求めて』風間書房，2017年，pp.75-84
を参照されたい。
15)  実現可能であるかどうか検討する際，子どもは事実の
分析的検討を行う。米田豊は，この事実の分析的検討を，
「情意を少なくし，事実に語らせて価値判断，意志決定
する過程において，子どもが習得した知識や概念装置を
総動員して行うものである」と定義している。詳細は，
米田豊「『概念装置』と『事実の分析的検討』を子どもの
具体で示した論文を」草原和博・溝口和宏・桑原敏典編
著『社会科教育学研究法ハンドブック』明治図書，2015年，
p.265を参照されたい。また，事実の分析的検討の具体に
ついては，戸田征男「情報産業の構造を読み解く小学校
『情報単元』の授業開発－『フリー』のビジネスモデル
を事例として－」社会系教科教育学会『社会系教科教育
学研究』第28号，2016年，pp.41-50に詳しい。
16)　教科書モデルは，次に示す８点を参考にした。
文部科学省『小学校学習指導要領解説社会編』日本文教
出版，2018年
池野範男他30名『小学校社会５年下』日本文教出版，2017年
北俊夫他29名『新編新しい社会５下』東京書籍，2017年
大石学・小林宏己監修「小学社会５」教育出版，2020年
北俊夫他85名「新しい社会５上」東京書籍，2020年
北俊夫他85名「新しい社会５下」東京書籍，2020年
池野範男他50名「小学社会５年」日本文教出版，2020年
水谷泰三『社会科資料集５年』文溪堂，2018年
